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1．はじめに 

 高度多様化した医療のニーズに対応するために、薬学

教育においては生涯にわたって学ぶ力と、獲得した知識

を展開する力の育成が求められている。受動的な受講か

ら能動的な学修へと転換させるために、アクティブラーニ

ングの実践報告がある。 

しかしながら、薬学では卒業までに必要となる専門知識

が多いこともあり、教員が一方的に教授する一斉授業が多

く行われているのが現状である。 

数学や物理学は基本的学習体系が確立しているため

に、アクティブラーニングはなじみにくいともいわれている。

そこで、実学と関連付けやすい科目である統計学におい

て PBL 型アクティブラーニングの実践について報告する。

ここでは、2015年度の3年次「応用統計学」の講義におい

て受講者数 167 名と 168 名の 2 つのクラスを対象にグル

ープ活動を実施した。 

  

2． グループ活動の流れ 

グループ活動は「探究活動」と「発表活動」の２つの活

動からなっている。2015 年度のグループ活動の課題は

「『健康』をテーマに統計データを用いて、データの推定・

検定を行う」である。用いるデータは、インターネットなど

で公開されているデータ、あるいはクラス内でのアンケー

ト調査によって集めたデータとした。 

グループは教員によって 12 人程度に分けられ、リーダ

ー、発表者、レポート作成者、議事録、アンケート回答者、

レポート評価者の役割分担を行う。グループでテーマを

決定した後、ワークシート形式の研究計画書を作成する。

教員が研究計画書で研究の実現性などをチェックした後

に、講義時間外に研究活動を行う。発表は各グループ 5

分のパワーポイントを用いた口頭発表とした。発表会では

統計データの信ぴょう性や解析方法の妥当性、説得力が

あるかなど研究内容に関する項目と、発表方法に関する

項目について相互評価を行う。レポート担当者は発表時

には使用できなかったデータなども含めてレポートにまと

め、Moodle上に提出する。レポート評価者は提出された 

レポートを読み、決められた評価項目に従って評価を

行う。 

 

3． 結果 

議事録からは Moodle 上に開設されたフォーラムや

LINE を活用したり、昼休みや放課後に直接集まって活動

している様子や、議論の内容やファイル交換の有無で

ICTを使い分けていることもわかった。 

グループ活動後のアンケートからは、「データ収集・解

析や研究活動への理解」、「サプリメント・健康食品に対す

る興味や知識」について、80%以上の学生から肯定的回答

が得られた。また、「グループ内で協力をした・協力があっ

た」に対しては 80％近くが肯定的回答をしており、協力的

活動が行われていたことがわかる。 
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